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（百万円未満切捨て） 

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 25,642 △4.0 1,069 4.1 1,224 △9.9 817 419.0
21年12月期第２四半期 26,705 － 1,027 － 1,360 － 157 －
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 23.25 －
21年12月期第２四半期 4.48 4.48
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 101,489 56,470 36.4 1,051.02
21年12月期 109,248 56,622 33.7 1,046.16
（参考）自己資本  22年12月期第２四半期 36,948百万円 21年12月期 36,777百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期 － － － 10.00 10.00 
22年12月期 － －  
22年12月期 
(予想) 

 － 10.00 10.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

      
通     期 50,000 △2.6 800 △36.4 1,000 △48.6 3,600 － 102.40

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 

yg.takahashi
新規スタンプ



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ― 社  （社名） 、除外 ― 社  （社名） 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：無 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 35,215,000株 21年12月期 35,215,000株
② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 60,092株 21年12月期 59,762株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 22年12月期２Ｑ 35,155,102株 21年12月期２Ｑ 35,145,126株

 
 
 ※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であります。この四半期
決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了
しています。 

 
 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信「添付資料」４ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連
結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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 ※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等

については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

・平成22年８月23日（月）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、海外経済の

回復を背景に企業収益に改善の兆しが見られるものの、欧州での財政悪化に伴う金融不安や円高に加え、デ

フレ状況の継続など依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような環境のなかで、当社グループは、繊維・医薬品・機械関連などの製造事業におきましては、原

価低減の一層の推進を図るとともに、他社製品との差別化に向けた新製品の開発に努めてまいりました。ま

た、ショッピングセンターなどのサービス事業におきましても経費削減の徹底を図るとともに、お客様のニ

ーズを適切に反映した事業運営を展開してまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、サービス事業における前年に休止した店舗の影響など

により256億42百万円（前年同期比4.0％減）となりました。 

営業利益は、医薬品事業において研究開発費が増加しましたが、機械関連事業における生産効率の改善に

より粗利率が向上したことなどにより10億69百万円（前年同期比4.1％増）となり、経常利益は、12億24百万

円（前年同期比9.9％減）となりました。 

四半期純利益は、法人税等の負担が減少したことなどにより８億17百万円（前年同期比419.0％増）となり

ました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 繊維事業 

肌着・靴下などの衣料品は、肌着が大手量販店への販売が苦戦したことに加え、靴下・補整下着の販

売が低迷し、減収となりました。 

一方、機能性繊維は、主力製品である水溶性繊維「ソルブロン」の国内外での販売が回復傾向にあり、

増収となりました。 

この結果、繊維事業の売上高は55億67百万円（前年同期比2.8％減）となりました。 

営業利益は、粗利率の改善や販管費の圧縮により、４百万円（前年同期は82百万円の損失）となりま

した。 

② 医薬品事業 

医薬品事業は、経口糖尿病用剤「メデット錠」などの後発品が順調に推移いたしましたが、主力製品

である狭心症や心筋梗塞の治療薬「フランドルテープ」が苦戦し、減収となりました。 

この結果、医薬品事業の売上高は88億55百万円（前年同期比0.6％減）となりました。 

営業利益は、売上高の減少に加え研究開発費の増加により４億28百万円（前年同期比63.2％減）とな

りました。 

③ 機械関連事業 

トラック部品は、トラックメーカーの海外輸出が回復傾向にあり、受注が増加し増収となりました。

一方、消防関連機器は消防自動車関連の売上は増加しましたが、大容量泡放射システム関連の売上が減

少し、減収となりました。また、環境関連機器は大型受注が減少し、減収となりました。 

この結果、機械関連事業の売上高は56億88百万円（前年同期比3.4％減）となりました。 

営業利益は、生産効率の改善による粗利率の向上により１億90百万円（前年同期は２億12百万円の損
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失）となりました。 

④ サービス事業 

ショッピングセンターなどの開発事業は、前年に一括賃貸を開始した「片倉福岡シルバーマンショ

ン」（福岡県福岡市）の売上が寄与したものの、住宅展示場の出展棟数が減少したことや、ファッショ

ンを中心としたテナントの売上不振の影響を受けたことから、減収となりました。 

ホームセンターの小売事業は、前年に複数の店舗を休止したことから減収となりました。 

この結果、サービス事業の売上高は52億64百万円（前年同期比11.7％減）となり、営業利益は10億87

百万円（前年同期比1.6％減）となりました。 

⑤ その他の事業 

遺伝子組換タンパク質の生産サービスは、受注が回復し、増収となりました。また、訪花昆虫は、蜜

蜂不足のなか、生産拠点の増設等により増収となりました。 

この結果、その他の事業の売上高は２億66百万円（前年同期比21.4％増）となりました。 

営業損益は、研究開発費が減少したものの74百万円の損失（前年同期は１億32百万円の損失）となり

ました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は1,014億89百万円（前連結会計年度末比77億59百万円減、

同比7.1％減）となりました。 

これは、売上債権の回収が進んだことに加え、前連結会計年度末時点で未払いであった仕入債務や各種費

用の支払を行ったことが主因であります。 

（資産の部） 

流動資産は、537億84百万円（前連結会計年度末比56億99百万円減、同比9.6％減）となりました。増減の

主要な項目は、受取手形及び売掛金、仕掛品であり、それぞれ22億85百万円、10億48百万円減少しました。 

固定資産は、477億５百万円（前連結会計年度末比20億60百万円減、同比4.1％減）となりました。増減の

主要な項目は、建物及び構築物、その他の有形固定資産、投資有価証券であり、建物及び構築物は６億65百

万円増加し、その他の有形固定資産は15億87百万円減少し、投資有価証券は９億42百万円減少しました。 

（負債の部） 

流動負債は、243億37百万円（前連結会計年度末比39億82百万円減、同比14.1％減）となりました。増減

の主要な項目は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金、その他の流動負債であり、支払手形

及び買掛金は28億44百万円減少し、１年内返済予定の長期借入金は21億96百万円増加し、その他の流動負債

は24億９百万円減少しました。 

固定負債は、206億81百万円（前連結会計年度末比36億24百万円減、同比14.9％減）となりました。増減

の主要な項目は、長期借入金であり24億47百万円減少しました。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は564億70百万円（前連結会計年度末比１億51百万円減、同

比0.3％減）となりました。また、自己資本比率は36.4％となりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末に比べ52億６百万円増加（前連結会計年度末比34.5％増）の203億15百万円となりました。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動により獲得した資金は、16億54百万円（前年同期は22億76百万円の収入、同比６億22百万円

の収入減）となりました。これは、主として医薬品事業や機械関連事業における売上債権の回収が進ん

だことによるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動により獲得した資金は、52億17百万円（前年同期は44億25百万円の支出）となりました。こ

れは、医薬品事業における合成技術センターの取得に係る決済などの有形固定資産の取得に伴う支出が

あったものの、預け入れ期間が３ヶ月を超える定期預金から資金を振り替えたことによるものでありま

す。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動により使用した資金は、16億66百万円（前年同期は12億２百万円の支出、同比４億63百万円

の支出増）となりました。これは、借入金の返済や配当金の支払いを行ったことによるものであります。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想につきましては、特別利益を計上することや最近の業績の動向等を踏まえ、

「平成21年12月期決算短信」発表時（平成22年２月19日）の予想を変更しております。詳細は、本

日公表しました「平成22年12月期第２四半期累計期間業績予想値との差異及び通期業績予想の修正

並びに特別利益の計上に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（棚卸資産の評価方法） 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,828 30,212

受取手形及び売掛金 13,725 16,011

有価証券 491 491

商品及び製品 3,687 4,370

仕掛品 969 2,017

原材料及び貯蔵品 1,780 1,774

その他 4,315 4,622

貸倒引当金 △13 △17

流動資産合計 53,784 59,483

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,964 19,299

土地 9,248 9,311

その他（純額） 2,776 4,364

有形固定資産合計 31,989 32,975

無形固定資産 308 301

投資その他の資産   

投資有価証券 13,364 14,306

その他 2,145 2,285

貸倒引当金 △102 △103

投資その他の資産合計 15,407 16,488

固定資産合計 47,705 49,765

資産合計 101,489 109,248

片倉工業㈱　（3001）　平成22年12月期　第２四半期決算短信

―5―



(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,950 9,794

短期借入金 4,590 5,508

1年内返済予定の長期借入金 2,648 452

未払法人税等 823 829

賞与引当金 396 378

役員賞与引当金 － 20

その他 8,927 11,336

流動負債合計 24,337 28,320

固定負債   

長期借入金 1,098 3,546

繰延税金負債 3,585 3,958

退職給付引当金 2,483 2,589

役員退職慰労引当金 229 288

土壌汚染処理損失引当金 109 116

長期預り敷金保証金 11,373 11,854

負ののれん 79 91

その他 1,722 1,860

固定負債合計 20,681 24,306

負債合計 45,018 52,626

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,817 1,817

資本剰余金 332 332

利益剰余金 30,456 29,990

自己株式 △80 △80

株主資本合計 32,526 32,060

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,444 4,742

繰延ヘッジ損益 △21 △24

評価・換算差額等合計 4,422 4,717

少数株主持分 19,521 19,844

純資産合計 56,470 56,622

負債純資産合計 101,489 109,248
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 26,705 25,642

売上原価 17,323 16,118

売上総利益 9,382 9,524

販売費及び一般管理費 8,354 8,454

営業利益 1,027 1,069

営業外収益   

受取利息 112 51

受取配当金 217 223

雑収入 181 88

営業外収益合計 511 363

営業外費用   

支払利息 160 144

休止事業所経費等 － 44

雑損失 18 20

営業外費用合計 179 208

経常利益 1,360 1,224

特別利益   

固定資産売却益 － 37

貸倒引当金戻入額 17 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 41

受取補償金 7 14

その他 0 1

特別利益合計 24 94

特別損失   

固定資産処分損 67 4

減損損失 44 10

投資有価証券評価損 15 0

本社移転費用 45 －

割増退職金 － 6

ＰＣＢ処理費用 － 10

その他 15 1

特別損失合計 187 34

税金等調整前四半期純利益 1,197 1,284

法人税、住民税及び事業税 1,060 581

法人税等調整額 △187 △216

法人税等合計 872 365

少数株主利益 167 101

四半期純利益 157 817
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,197 1,284

減価償却費 1,127 1,426

減損損失 44 10

負ののれん償却額 △11 △13

貸倒引当金の増減額（△は減少） △61 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） 18 18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △90 △106

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △349 △59

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20 △20

土壌汚染処理損失引当金の増減額（△は減少） △51 △7

受取利息及び受取配当金 △330 △275

支払利息 160 144

投資有価証券評価損益（△は益） 15 0

固定資産処分損益（△は益） 67 4

固定資産売却損益（△は益） － △37

売上債権の増減額（△は増加） 3,171 2,285

たな卸資産の増減額（△は増加） 764 1,725

仕入債務の増減額（△は減少） △1,961 △2,844

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △306 △481

その他 △461 △910

小計 2,922 2,139

利息及び配当金の受取額 332 275

利息の支払額 △167 △143

法人税等の支払額 △810 △617

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,276 1,654
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） △1,450 7,090

有価証券の取得による支出 △997 －

有価証券の売却及び償還による収入 1,805 34

有形固定資産の取得による支出 △2,874 △1,847

有形固定資産の除却による支出 △51 △56

有形固定資産の売却による収入 － 111

無形固定資産の取得による支出 △46 △30

投資有価証券の取得による支出 △9 △10

関係会社株式の取得による支出 － △126

貸付けによる支出 △4 －

貸付金の回収による収入 50 53

事業譲受による支出 △846 －

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,425 5,217

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △553 △917

長期借入金の返済による支出 △251 △251

株式の発行による収入 17 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △350 △350

少数株主への配当金の支払額 △63 △50

その他 － △95

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,202 △1,666

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,351 5,206

現金及び現金同等物の期首残高 20,330 15,109

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,979 20,315
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 

 
繊維事業 

(百万円) 

医薬品 
事業 

(百万円)

機械関連
事業 

(百万円)

サービス
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

5,726 8,909 5,890 5,959 219 26,705 － 26,705

(2)セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

2 － － 125 － 128 （128） －

計 5,728 8,909 5,890 6,085 219 26,833 （128） 26,705

営業利益又は 
営業損失(△) 

△82 1,162 △212 1,104 △132 1,840 （812） 1,027

(注) １ 事業区分の方法 

製品・商品等の種類・性質と事業形態を考慮して区分しております。 

２ 各事業の製商品と事業内容 

① 繊維事業………各種絹製品、肌着、靴下、補整下着、ビニロン繊維の製造・販売、ブランドライセン

ス業等 

② 医薬品事業……医療用医薬品の製造・販売 

③ 機械関連事業…自動車部品、消防自動車、農業用機械等の製造・販売、石油製品等の輸入販売 

④ サービス事業…ショッピングセンターの運営、不動産賃貸、ゴルフ練習場、ホームセンター、カーシ

ョップ、サイクルショップ、ビル管理サービス等 

⑤ その他の事業…遺伝子組換タンパク質の生産サービス、訪花昆虫の販売等 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は738百万円であり、当社の総

務・経理・人事等で発生する管理部門に係る費用であります。 

４ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益又は営業損失につ

いては、繊維事業の営業損失が14百万円増加し、機械関連事業の営業損失が73百万円増加し、サービス

事業の営業利益が13百万円減少しております。 
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  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 

 
繊維事業 

(百万円) 

医薬品 
事業 

(百万円)

機械関連
事業 

(百万円)

サービス
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

5,567 8,855 5,688 5,264 266 25,642 － 25,642

(2)セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

1 － － 15 － 17 （17） －

計 5,568 8,855 5,688 5,280 266 25,659 （17） 25,642

営業利益又は 
営業損失(△) 

4 428 190 1,087 △74 1,635 （565） 1,069

(注) １ 事業区分の方法 

製品・商品等の種類・性質と事業形態を考慮して区分しております。 

２ 各事業の製商品と事業内容 

① 繊維事業………肌着、靴下、絹製品、カジュアルインナー、補整下着、機能性繊維の製造・販売、ブ

ランドライセンス業等 

② 医薬品事業……医療用医薬品の製造・販売 

③ 機械関連事業…自動車部品、消防自動車、農業用機械等の製造・販売、石油製品等の輸入販売 

④ サービス事業…ショッピングセンターの運営、不動産賃貸、ゴルフ練習場、ホームセンター、ビル管

理サービス等 

⑤ その他の事業…遺伝子組換タンパク質の生産サービス、訪花昆虫の販売等 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は563百万円であり、当社の総

務・経理・人事等で発生する管理部門に係る費用であります。 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

   在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

   在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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